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【終業式でのお話】 
梅雨が明け、いよいよ夏本番がやって来ました。明日からは４４日間の

長い夏休みです。この１学期間の保護者や地域の皆様のご支援・ご協力に

心から感謝いたします。暑さ厳しい中、健康に気を配りながら楽しい夏休

みをお過ごしください。さて、終業式では、子ども達に以下のような話を

しました。 

「今日で、長かった１学期が終わりですね。 この１学期、校長先生は、みなさんの素晴らしい

姿をたくさん見ることができて幸せでした。特に、朝のあいさつ！ 「おはようございます！」と、元

気いっぱいの声が学校中に響き渡り、毎日、とても気持ちの良いスタートを切ることができまし

た。地域の方からも、「生品小の子ども達は、あいさつがだんだんできるようになってきたね。素

晴らしいね！」とおほめのお言葉をいただいています。休み中も続けてくださいね。 

次に、みなさんが、毎日元気で安全に過ごしてくれたことに心から感謝して

います。残念ながら、交通事故は０ではありませんでしたが、大きなケガをした

人はいませんでした。本当に良かったです。一人ひとりが、学校や家での約束

をしっかり守っていた証拠です。夏休みは、自分で考えて行動することが増え

ます。自分の命は自分で守れるようにしましょう。 

最後に、夏休みに向けてみなさんに提案です。「この夏は、ちょっと難しい事

に挑戦してみてください。」例えばこんなことはいかが・・・・。 

・１年生は、一（イチ）生懸命、一（イチ）日一(イチ)個のお手伝い。 

・２年生は、だれにでもニコニコ笑顔とあいさつで、地域の人気者に。 

・３年生は、三（サン）キューの気持ちと、３つの苦手に挑戦。 

・４年生は、たくさん本を読（ヨン）でよーく考えて、自由研究に挑戦。 

・５年生は、ゴーゴー元気に！林間に向けて、優しい語彙(ゴイ)を増やすことと体力作り。 

・６年生は、自分の新記録(ロク)に挑戦を！勉強だけじゃない、習い事・スポーツなど・・・。 

どんなことでも構いません。自分で決めた「挑戦」を、ぜひ夏休み中に実現させてください。 

９月１日に、また元気なみなさんに会えるのを楽しみにしています！」 

 

【活躍する生品の子】（子どもたちの校外活躍） 
学校外での活躍をお知らせするコーナーです。掲載を希望する場合

は、賞状のコピー等を担任まで提出してください。（学校ＨＰにも掲載） 

・第 18 回ｶﾞｽﾜﾝｶｯﾌﾟ学童軟式野球栃木選手権大会 第３位  

・第 47 回栃木ｽﾎﾟ少 野球交流大会足利市予選会  優勝  

・第 57 回県学童軟式野球足利大会 優勝 足利ウェストクラブ ６年１組 越川日向 

・第 47 回県小学生総体 陸上女子高学年 4×100mＲ 第７位 ６年 1 組 片貝心葉那 

・    〃      陸上男子６年 800m    第５位 ６年１組 中村翔太郎 

・    〃      陸上男子３年 800m    第 7 位 ３年２組 中村晴翔 

・to the TOP2025 スポーツクライミングＵ１２  第２位 ６年３組 越田結羽 



【図書室から】 
１学期、たくさんの子ども達が図書室を利用してくれ

ました。図書室があふれそうな時もあり、先生として、

とても誇らしく思いました。 

最近では、子ども達が学校や家庭以外でたくさんの経

験をする機会は減ってきています。そんな中、読書は、昔から変わらず脳内経験値を高め

る方法としてとても有効です。文字だけで想像することが苦手な子には、たくさんの絵本

や漫画も揃っています。この夏休みに、世界一周旅行や宇宙旅行をしたり、犯人捜しの探

偵になったり、おいしいレストランのシェフになったり・・・現実には起こりえないこと

も、本の中では無限の経験ができます。お父さんお母さんが小さい頃読んだ本の話をして、

子ども達をさらに深く広い読書の世界へ誘っていただければ幸いです。 

 

 

  

上の数字は全校児童が、４月～７月までの４ヶ月間、休み時間などに図書室を利用した

回数です。１人平均１５回（毎週１回は全児童が本を借りたり読みに来たりしている計算）

になります。これからも、本好きの子ども達を増やし、応援していきたいと考えています。 

 

【全国学力・学習状況調査結果から】 

本日、６年生には、４月に行った学力調査の結果が返されました。生品

小としての学力は、国語が、全国平均を上回る結果でしたが、算数と理

科は、全国の平均を下回っていました。この結果を教職員で検討し、２学

期以降の指導の参考にしていきたいと考えています。お子さんの個票に

ついては、「何が得意で何が苦手か」を考える資料としていただき、今後

の家庭学習等で生かしていただきたいと思います。 

教科以外の児童質問紙の回答で気になったのは、「すごいね！」「頑張

ったね！」とほめられていない。という意見が多かったことや将来の目標や

夢について「もっている。」という子が全国や県より５ポイント以上低かっ

たことです。今後は、今まで以上に先生方が意識して、子ども達の頑張り

をしっかり認め、ほめていきたいと考えています。また、将来の夢を話す機

会や、互いの夢や将来のことを話して認め合う機会などを増やしていきた

いと考えています。 

質問紙の中で、生品小の子達のよいところも目立ちました。「わからないことや詳しく知りたい

ときに、自分で学び方を考え、工夫できますか。」は「あてはまる。」が、全国や県より５ポイント以

上高くなっていますし、「人が困っているときは、進んで助けていますか。」では、９５％の子が「あ

てはまる・どちらかといえばあてはまる。」と回答し、「あてはならない。」は０％でした。わからな

いことはそのままにしないで自分なりに工夫していることやいつも思いやりを

もって暮らしている様子がわかります。 

 また、「タブレットやコンピュータの使い方にも自信をもっている。」という結果が出

ています。学校や家庭でも上手に使っていることがわかります。睡眠時間や視力低下

の問題もありますので、タブレットや携帯端末などは使用時間などのルールを決めて、

上手に付き合っていきたいものです。                                              

生品小学校１学期の図書室利用児童数（延べ）６，４３７人 


